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改善計画の 目的

近代的左大学が，その研究と教育の目的をはたすために

は，大学内に必要左研究図書が充分K備えられてい左けれ

ば左ら左いζ とは，いうまでも左い しか し単にそれだ

けでは左い。全学の教授，学生， 研究者が，全学の蔵書の

すべてを， 必要に応じて効果的に利用するととができるよ

う左態勢にあるととが，何よりも望ましい。そして，そと

に 近代的大学図書館の役割りがある。大学図書五むの役割

りは，ただ，大学の図書を所蔵して金くだけでは左くて，

図書を活用させるはたらきそのものとそ， その使命である。

今回の改善計画の根底を左したのは，とのよう左単純左

考え方であっ て，だれにでも納得できるわかりやすい理論

以外の何ものでも左い。

たとえ，今日のどとし東京大学が発展して，その機構

が複雑をきわめ，部局図書館や研究図書室の数が 300を

超えるととに左ろうとも，また，その全蔵書数が累増して，

2 7日万冊になよほうとも，決して大学の中で，との単純

左理論が見失われるととがあっては左らないn もしそれが，

いちじるしく 妨げられて，学内の図書が各処に死蔵される

よう左事態、に陥ったとしたら，とれは，大学にとって致命

的左一大事である。

ややもすれば， ζ うした事態K陥ろうとする学内の図書
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事情K反省を加え，大学の蔵書の流通が，より自由K左9，

学生や研究者が参考文献をたやす〈利用する ζ とができ，

学内の図書が活発K活用されるよう左望ましい状態/fL，イ可

とかして一歩でも近づとうとするのが，今回の改善計画で

ある。

その目的を実現するためには，いろいろ左工夫を ζ らし

さまざま左角度からの改善の計画を試みた。しかしとれ

を大きぐまとめると，次の四つの焦点K集中されるであろ

う。

1. 全学総合図書目録 130万枚(ユニオンカタログ)

の作成

2. 東大の機構としての附属図書館体制の確立，台よび

部局図書館の連絡調整

3. 指定書制度の強化

4. 総合図書館(中央図書館の新名称)の近代的改装

以上の 4項目は，実は，相当K大仕掛左計画をきわめて

単純化した要約である。その一つ一つを，細か く検討すれ

ば，広汎多岐Kわたるものがある。との改善計画のためK

投じた経費は総計 3億円をとえた。との経費の大部分は，

文部省を通しての国費Kょったが，その中Kは，ロックフ

エラ ー財団の寄付約 9，0口口万円，その他の個人の好意に
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よる寄付を含んでいる。今回の改善計画が，その規模の大

きさにもかかわらず，最初の発想以来，約 5ヶ年半という

比較的短時間で遂行され得たのは，ひとえK関係諸方面の

深い御好意と厚い御援助によるものであろう。との式典に

あたり，東大附属図書館関係者一同の名Uてないて，深い感

謝の意を表する次第である。
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東京大学附属図書館改善経過日程 -1963.10一

1 9 60年

4月 ム岸本文学部教授，附属図書館長に就任D 図書館近代化の決意を表

明

6月 ム ロ、y クフエラ ー財団，東大図書館改善のための実態調査費(約72

万円)図書館幹部職員の渡米視察費(約 305万円)の寄附を決定

7月 ム岸本館長渡米。 2カ月 Kわたってアメリカ大学図書館を視察。 9

月末帰国

10月 ム全学図書館(室〉の実態調査のため臨時調査室をなく

ム 6日，第 1回全学図書館連絡集会開催

11月 ム 1日，実態調査を開始， 12月に完了

ム 4日，第 2回全学図書館連絡集会開催

ム10日 青野館長補佐・男沢整理課長なよび友野編成掛長がアメリ

カ大学図書館視察のため渡米。ロ月末帰国

12月 ム14日， Swa此博士(アメリカ図書館協会国際局長〉来館

ム16日，第 3回全学図書館連絡集会開催 (Swank博士を阻む懇談合)

1961年

1月 ム附属図書館に部長制がしかれた。青野館長補佐が事務部長VC，永

峰参考主任が閲覧課長(従来の運用課を閲覧課と改称 〉にそれぞ

れ昇任

ム下句，第 1次改善計画案を作成

2月 ム 7日， Metcalf 博士(ハーパ ド大学名誉図書館長)が改警計画

立案の援助を行左うため来館，第 1次計画案の検討をは じめる。

14日いヲたん帰米

ム13日，第 4回全学図書館連絡集会開催 (Metcalf博士を囲む懇談会〉

学士会館にないて

3月 ム15日， Metcalf 博士，第 2回目の来館， 2週間Kわたって改善計

画を検討し， 30日帰米
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ム23日， Metca1f博士の講演会を開く。演題 「近代大学図書館の在

bかた J(附属図書館 ・全国国立大学館長会議共催〉薬学部にな

いて

ム27日， Me t c a 1 f 博士公開講憤会を開〈 。演題 「大学図書館の生

長Kともなう問題点 J(教育学部・附属図書館共催)文学部にな

いて

4月 ム改善計画最終案を検討， 5月末完成

6月 ム27日，改善計画案，東京大学評議会Vて公いて承認

7月 ム改善 3ヵ年計画予算要求書を作成。総額約 25，800万円， 内国費

約 18，000万円(文教施設費約 13，900万円，設備費等約 4，100万

円 )ロ・y クフエラ ー財団寄附金約 7，800万円

9月 ムロ ッタI フエラー財団 ，東大図書館改善のために，援助賞金をなく

るととを理事会で正式に決定した。 (総額 8，460万円，初年度分

1，296万円)ま た農学部総合農学図書館建設の援助も併せて承認

( 15万ドル〉

同月 ム 1961年度分改善費 (国費)640万円が決定される〔一般閲覧室

の改造とキャレ ルの新設等〉

11月 ム 3日，医学図書館開館式がかとなわれた。 これよ Dさき，開館に

備えて総合図害館 よb備 えつけの医学関係指定書約 1，300冊を移

管

ム Keys博士(メイ ヨ ・クリニ ク図書館長〉 医学図書館開館式に出

席のため来日 ，4日，総合図書館で職員と 懇談会
、

ム15日，全学総合 目録作成む作業はじまるぐ 滞貨カードの整理K着

手)

ム18B，岸本館長，国連ハ マーショルド図書館開館式念らびにシン

ポジ ュー ム陀招請され渡米， 24日帰国

1962年

1月 ム 1%2年度政府予算案に東大図書館改善予算が組まれた

2月 ム 1日，改善計画の第一歩として，一般閲覧室を改装し開架閲覧室

が完成，総長が臨席して開室式が行念われた。(さしあたり指定
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書約 6，700冊，一般書 16，000冊を収容し 3万冊を目標とする)

ム 5日，総合目録に繰込まれる部局図書室の目録カードの撮影を開

始

ム17日，撮影されたフィルムからカードを複製するため，ボストン

のゼロックス社K第 1回のフィルムを送る

3月 ム 2日，茅総長，緒方商議会委員長・伊藤同小委員会委員長・岸本

館長をともない教養学部図書館を視察

4月 ム総合図書館の機構改革が正式に決定し， 3課 16掛となった。(新

設された総務課長K黒住武調査室長，整理課長に田辺広新聞雑誌

掛長がそれぞれ昇任し，閲覧課長K男沢淳整理課長が転出，永峰

光名閲覧課長は 3月をもって定年退職〉

5月 ム 1日，部局と総合図書館の聞の 図書運搬のため (登録と複写文献

集配のため〉軽三輪車を購入，活動を開始

ム各部局と総合図書館との協刀によって，主として研究者のための

専門別閲覧室を設置する計画が実現する ζ とに左った。アジ ア関

係り蹄究所 ・研究室との協力によるアジアセソタ ー， 新聞研究所

との協力陀よるプ レスセン ター，法学部との協力K よる外国法資

料t ソター，文学部との協力による語学研究 セン ターがそれで ，そ

れぞれ開設準備委員会が設けられ準備を開始

ム茅総長，渡米して アメリカ の各大学を視察し，帰国後大学図書館

の役割の重要性を 強調

6月 ム 4EI ，大学院学生のためのキャレル 125席が開設された。申込み

は 280名κ遣し， はやくも 不足の状態、を示した

ム農学部図書:委員長猪熊教授会よび佐竹事務長， ロックフ エラー財

団D招へ¥sI'Lよ 9，アメリ カ各地の農学図事館視察むため渡米。

7月22日より 1カ月間各地を視察， 9月上句帰国

7月 A指定書制度の強化充実のため，本年度指定書購入費として 1千万

円をあてるととを 決定。(うち教養学部図害館(IL400万円)

ムロ日， 第 5回全学図書館連結集会が聞かれた口本格的左組織化の
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第一歩である

ムプレスセンターの一角に国連資料コーナー設置の方針を決定D

(国連寄託図書館としての申請を行なう〉

ム31日，全学図書館連絡集会第 1回運営委員会聞く

ム改装工事に対応して，地階の未整理本の取片付け，シよび総合目

録作業の推進のため VL，延 900名の夏期学生アルバイトが従事

( 7，8月)

8月 616日，部局図書室目録カードの撮影を完了。撮影カード枚数，約

66万枚

ム総合図書館内部改装計画62年度設計最終案が完成。 27日入札の結

果鈴圭工務庖に落札

9月 ム10日，改装工事〔第 1期〉始まるo (地・ 4 ・5階)

10月 ム 1日，全学的左図書館活動に関するインフォ メィションの提供，

職員の相互理解のため VL，東京大学附属図書館月報 H図書館の窓H

を創干f]

ム16日，全学図書館連絡集会第 2回運営委員会で，受入事務の改善

なよび調査の改善に関するこつの専門委員会を設けるととを決定

ム羽田，岸本館長，プリンストン大学招轄教授として渡米，この機

会に改善経過をロックフエラー財団に報告

ム文部省K対し，昭和泊年度文教施設費(改装工事費〉として約 1

億円を要求

11月 ム 7日，受入事務の改善に関する委員会第 1回開催

ム昭和'31年度の総合図書館の改装に伴う設備費として約 1，344万円

の配当が決定

ムロ日，学生への館外貸出を開始。試験的念試みとして開架室の図

書のみを貸出し，期間 1日，冊数 2冊とする

ロ月 ム 3日，調査の改善に関する委員会第 1回開催

ムロックフエラー財団より 1962- 63前半期の援助資金として

2，160万円の送付を受ける

ム外国法文献センター(通称外国法資料センター)の新設を文部省
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で正式に決定

ム'z7日 ...._， 1月 6自主 で年末年始の閲覧停止期間，学生K対し，図書

D長期貸出を行な う(刑用者延 256名 )

1963年

1月 A新学年度K備えて指定書購入の準備を開始

ム図書館雑誌 2月号で，東大図書館の改善計画を 特集

ム外国法資料センタ ーの予算通過を契機と して， 開設準備委員会を

解消，あらたに運営陀関する準備委員会を設ける

A文学部と総合図書館 より構成さ れる語学研究センタ ー開設準備委

員会発足

2月 ム総合目録編成のた めの複製カ ー ドの最後のロールが着く。総計

144ロールで，カ ー ドの複写をはじめてから満 1年を要し，ゼロ

?クス社への支払 は $16，66798であ った

ム25日，大学図書館の充実忙関して意見を交換す るため，国立七大

学図書館長が文部当局と懇談(大臣，次官ほか数名が出席)

3月 &西側 l階工事完成，整理業務を 1階に集中

ム25日，昭和38年度施設改装実施計画の作成始まる

ム全学教官K総合図書館別用票を配布

4月 ム学生に対し ，館外貸出 についての希望調査を行なった結果をもと

にして，学生用図害の貸出期間を 1日延長 し2日とする

ム総合図書館 H利用のしお>_t) 11 1963年肱を作成

5月 ム 1日，新閲覧室(参考室，日刊新聞閲覧室，雑誌室， 2階学生閲

覧室〉を開室，同時V[，出納台，文献複写受付も l陪K移動

ム 4日，茅総長を招き， 正面玄関Kて昭和'3l年度工事経了の茶話会

ム 7日，全学図書館連絡集会第 3回運営委員会，全学の図書室職員

に図書館利用票を配布

ムゼロ ック ス914を設置 し，日常業務にむけるカード複製を開始

ム12日，ハーバード大学図書館副館長 Douglas刊 BlJ叩t氏全国国立

大学図書館長会議訟よ び東京大学附属図書館の招請K よって来日，

6月30日帰国
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ム17日， Bryant氏，全学図書館連絡集会運営委員会で講演， 18日，

商議会委員と懇談

ム20日， アジア資料センターに職員 3名配属さる

ム25日， Bry.組 t氏，東京地区講演会 医学図書館にお=いて，演題

「大学図番館の将来を語る」

ム昭和38年文教施設改装工事費決定(5，516万円〉また，農学図書

館建設工事費 1，697万円が決定した

ム教養学部図書館建設計画案まとまる D 本省に対し概算要求提出

6月 ム 5日，外国法資料センター仮業務を開始

ム 8日，第69回図書行政商議会に沿いて， 2年間慎重に審議が続け

られ ていた 「東京大学附属図書館基本規則案 Ji東京大学図書行

政商議会規程改正案 Ji東京大学附属図書館長選考内規案」の 3

規則案がまと まり ，評議会K提出するととが決定した

A図書館の書庫増築K関連して，関係 5部局の総合計画Kよる要望

書を作成，概算要求を行左う

ム25日， Bryant氏 の総合図書館の職員を対象としたセミナーを開催

テキスト「 ハーバード大学の図書館機構 」

7月 ム総合目録編成b よび第E期工事に入 る準備の ため，夏休期間中ア

ルバイト延約 1，300人を動員

8月 ム15日，昭和泊年度改修工事の入札，第 I期工事 Kひきつづき鈴圭

工務庄に落札

ムエレベーター改修むよび暖房施設費 として 3，753万円の配当決定

ム改善計画の一環として新たに大学資料。保 存のため，地下書庫の

一部Kエレコンパックを設けるこ とに決定

ム第E期(昭和33年度〕工事着工

9月 ム17日，評議会にないて，東京大学附属図警館基本規則案，図書行

政商議会規程改正案， :j;.よび附属図書館長選考内規案が正式の承

認を得，即日発効となった。今後は，学内の図書館を総称して附

属図書館と呼び，従来の中央図書館(通称 〉を総合図書館と称す

るとと K念った

ム21日，第71回図書行政商議会で， i総合図書館K関する小委員会J

を設置するととを決定o 10月 3日， 第 1回小委員会を開催
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